
○雲仙市農業委員の推薦の状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

男 72

・平成5年3月　（株）温泉堂商店入社
・平成19年4月　退社
・平成19年5月　就農　現在に至る（就農
歴16年）
・平成26年7月～平成28年6月　認定農業
者連絡協議会吾妻支部会長　　　　　・令
和3年8月～現在　雲仙市農業委員会委
員

①露地野菜、水稲
②田133a、畑141a
④2人

無笠原　勝 農業 48 男

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

無 無

該当4

吾妻土地改
良区
理事長　大
久保信一

ー ー ー
土地改良区の運営、
管理

500人
区内の地
権者

　これまでの職歴・農業経営等から地域の信任を得
ている。
・認定農業者として、農地の利用集積・集約化につ
いて自ら規模拡大を実践し、精力的に活動してい
る。
・地域農業や農家情報に精通しており、担い手への
農地集積や耕作放棄地の未然防止、解消等、農業
委員会業務に貢献できると考える。

各地区の組合員の農
協事業に対する協力
組織

22人
島原雲仙
農協正組
合員

田浦　則利 農業3
白新田実行
組合長
芦塚　昭

　
農業

ー

2
守山馬場自
治会会長
木田　悟

ー ー ー

1 町田　信彦 農業 69 男

推薦人代表
者名

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等の
構成員数

構成員の
資格・要

件

農業経営の状況
①営農類型
②経営耕作面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

経歴職業推薦の理由 氏名
認定農業
者の状況

年
齢

性
別

無 無＿ 山﨑　義久 農業 70 男
・島原雲仙農協千々石支店実行組合長
（平成29年4月～現在）
・雲仙市千々石町犬丸自治会長（令和2
年4月～現在）

①水稲、露地野菜
②田35ａ、畑50ａ
④2人

・昭和54年4月　長崎県職員(県教育庁)入
庁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
・平成14年4月　県教育事務所係長
・平成26年3月　定年退職
・平成26年4月　就農　現在に至る

・これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得
ている。
・地域農業や農家情報に精通しており、担い手への
農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業
委員会業務に貢献できると考える。
・農協の活動にも熱心に取組み組合からの信頼も厚
い。

＿ ＿

無 無

・昭和55年　就農　現在に至る
・平成14年7月20日～平成17年10月10日
　吾妻町の業委員

①水稲、露地野菜
②田60a
④1人

・平成27年8月1日～現在　雲仙市農業委
員

・これまでの職歴・農業経験等から地域の信任を得
ている。
・地域農業や農家の情報に精通しており、担い手の
農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、これま
でに農業委員、推進員を経験して、農業委員会業務
に貢献できると考える。

・ＪＡ臨時職員　退職（Ｒ２年）
・郡ＰＴＡ連合会長
・雲仙市農業委員（2期）
・雲仙市推進委員（現在）
・雲仙市推進委員長
・雲仙市西部地区長

・地域内での人望があり、経験豊富で、農地法等に
精通し、様々な案件に対し委員の立場で、意見・助
言・異議等の主張が出来る人材なので、適任と思い
推薦致します。

内田　弘幸

①野菜、水稲
②田60a、畑10a、樹
園地10a
④2人

・雲仙市中山間代表

67 男

・木場地区防除組合長
・木場学友会長

・木場名地区長
・地区自治会著
・地区実行組合著

男

農業＿ ＿ ＿



○雲仙市農業委員の推薦の状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

推薦人代表
者名

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等の
構成員数

構成員の
資格・要

件

農業経営の状況
①営農類型
②経営耕作面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

経歴職業推薦の理由 氏名
認定農業
者の状況

年
齢

性
別

・昭和46年3月　就農　現在に至る　　（就
農歴52年）　　　　　　　　　　　　　　　　・平
成5年小浜町消防団第九分団分団長
・平成11年小浜町立北串中学校ＰＴＡ会
長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
平成13年長崎県立小浜高等学校ＰＴＡ会
長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・令
和元年小浜町下区自治会長

①施設野菜、露地
野菜、水稲
②田120ａ、畑130ａ、
ハウス30ａ
④2人

無 該当

①水稲、バレイショ、
ブロッコリー
②田350a、畑700a
④3人

無 該当

栄木　正孝 農業 70 男

鶴﨑　高幸 農業 66 男

・昭和52年10月から就農
・令和2年4月から東自治会長

6

愛野町認定
農業者
支部長　今
崎一茂

ー ー ー 57人

雲仙市が
認定する
愛野総合
支所管内
の認定農
業者

7 荒木正広 無職 68 男 ー ー ー

農業経営基盤強化法
による愛野町農業経
営基盤強化の促進に
関する基本的な構想
に基づき、効率的か
つ安定的な農業経営
を目指し、会員の計
画した目標を達成す
るため、会員相互の
研鑽、情報交換、各
種経営技術の研修
会、講習会を実施し、
年間労働時間、農業
所得を他産業並みの
それと同等以上に達
成し得る農業経営を
確立することを目的と
する。

無 該当5

愛野町認定
農業者
支部長　今
崎一茂

ー ー ー 57人 松尾　茂敏 農業 73

農業経営基盤強化法
による愛野町農業経
営基盤強化の促進に
関する基本的な構想
に基づき、効率的か
つ安定的な農業経営
を目指し、会員の計
画した目標を達成す
るため、会員相互の
研鑽、情報交換、各
種経営技術の研修
会、講習会を実施し、
年間労働時間、農業
所得を他産業並みの
それと同等以上に達
成し得る農業経営を
確立することを目的と
する。

男

・昭和46年11月12日　愛野町農協入職　・
昭和55年6月30日　雲仙農協退職後就農
現在に至る（就農歴43年）　　　　　　・平成
11年7月20日　愛野町農業委員　　　・平
成17年10月11日～現在　雲仙市農業委
員　　　　　　　　　　　　　　　　　　・平成29年
4月1日～平成31年3月30日　浜口自治会
長

①苺、水稲
②田70a、畑50a、施
設園芸30a
④4人

・居住する愛野町東自治会からの信任を得ている。

・農業委員として、農地の利用集積、集約化につい
て、自ら規模拡大を実践し精力的に活動している。

・農地集積や耕作放棄地の未然防止、解消等　農業
委員会業務に貢献できると考える。

・これまで消防分団長やＰＴＡ会長の実績があり、現
在、認定農業者等地域リーダーとして頑張っている。

・自分の農業経営に的確な農業機械の導入・施設園
芸や種馬鈴薯（採種組合）等多角的経営を行ってい
る。
・本人の農地に関する諸情や問題にもう少し勉強し
てみたいと希望があり地区内自治会長で推薦を決
定した。

雲仙市が
認定する
愛野総合
支所管内
の認定農
業者

・これまでの職歴、農業経験等をからの地域の信性
を得ている。
・地域農業情報に精通しており、担い手への農地集
積や耕作放棄地への未然防止、解消等農業委員会
業務に貢献できると考える。



○雲仙市農業委員の推薦の状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

推薦人代表
者名

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等の
構成員数

構成員の
資格・要

件

農業経営の状況
①営農類型
②経営耕作面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

経歴職業推薦の理由 氏名
認定農業
者の状況

年
齢

性
別

11

島原雲仙農
業協同組合
国見支店支
店長
松本　竜也

ー ー ー 無 該当農業

61 男

・平成4年4月就農 現在に至る（就農歴31
年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・平
成30年8月農地利用最適化推進委員就
任　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・平成
30年土黒東地区資源保全活動組織代表
就任　現在に至る　　　　　　　　　　・令和3
年8月農地利用最適化推進委員就任
・令和5年4月ＪＡ島原雲仙国見支店　実
行組合長　代表就任

①施設園芸
②田88ａ、畑55ａ　④
4人

　相互扶助の精神の
もとに農家の営農と
生活を守り高めより
良い社会を築くこと

678人 正組合員

・今まで、農業委員を15年以上の経験があり地域の
信任を得ている。
・地域農業や農家情報に精通しており担い手への農
地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委
員会業務に貢献できると考える。

中川　實美 73 男

・昭和41年4月 就農 現在に至る 。
・平成20年12月　モロヘイヤ部会長　就任
・平成28年  2月　モロヘイヤ部会長　退任
・平成16年　農業委員就任～現在に至る

①いちご、モロヘイ
ヤ
②田60a,畑120a
④5人

　相互扶助の精神の
もとに農家の営農と
生活を守り高めより
良い社会を築くこと

小田　伸吾9

島原雲仙農
業協同組合
国見支店支
店長
松本　竜也

ー ー ー

①いちご、水稲
②田1,100a,畑15a
④3人

無 該当

無 該当

10

島原雲仙農
業協同組合
国見支店支
店長
松本　竜也

ー ー ー

　相互扶助の精神の
もとに農家の営農と
生活を守り高めより
良い社会を築くこと

678人 正組合員 小筏　正治 農業 73 男

・昭和42年4月1日　就農　現在に至る
（農業従事年数54年）
・平成17年4月14日～平成17年10月10日
国見町農業委員
・平成17年10月11日～平成27年7月31日
雲仙市農業委員
・平成27年8月1日～平成30年7月31日
雲仙市農業委員　職務代理者
・平成30年8月1日～令和3年7月31日
雲仙市農業委員　会長
・平成30年8月1日～令和3年7月31日
長崎県農業会議　常設審議委員
・平成26年8月20日
長崎県県南地域農業委員会協議会表彰受賞
・平成29年12月17日
雲仙市表彰（地方自治功労）受賞
・令和3年8月1日～現在に至る
雲仙市農業委員

農業

①水稲、スイート
コーン、ソラマメ7
②田100ａ、畑18ａ
④4人

無 無8

瑞穂町西郷
地区自治会
長会
宮﨑　高徳

ー ー ー ー ー ー 宮﨑　敏幸 農業 76 男

・昭和41年4月 就農 現在に至る 就農歴58年
・島原雲仙農業協同組合　スイートコーン部会
長　ソラマメ部会長　　　　　　　　　　　　　　・平
成14年度　船津自治会長

・農業経験も58年と長く、現在でも1haの水稲栽培と
野菜（ソラマメ・スイートコーン）等の栽培を行ってお
りエネルギッシュです。
・温厚な性格で、若い農業者から高齢の農業者まで
信頼が厚く思いやりのある人格者で、地域で将来の
農業の夢を語る時の中心的リーダーでもあります。
・農業経験が長いので、地域農業にも農家の農業状
勢にも精通しており農業者の相談相手にもなってお
り農業委員会業務にも貢献できると思います。

・認定農業者として「、農地の利用集積・集約化につ
いて自ら規模拡大を実践し精力的に活動している。

・地域農業や農家情報に精通しており、活動してい
る農地集積や耕作放棄地の未然防止解消等農業委
員会業務に貢献できると考える。

678人 正組合員

・地域農業や農家情報に精通しており、担い手への
農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業
委員会業務に貢献できると考える。



○雲仙市農業委員の推薦の状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

推薦人代表
者名

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等の
構成員数

構成員の
資格・要

件

農業経営の状況
①営農類型
②経営耕作面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

経歴職業推薦の理由 氏名
認定農業
者の状況

年
齢

性
別

68 男

・昭和49年4月就農　現在に至る（就農歴
48年）
・ながさき南部生産組合　監事　平成7年
～12年まで
・令和3年8月　農業委員会委員就任現在
に至る

①野菜及び水稲（種
子）
②田160a、畑80a
③2人

ー 坂本　博13

瑞穂町大正
自治会長会
林田　守史
他4名

ー ー ー 無 該当

14 高橋　勇人
（自治会長）

農業 65 男 ー ー ー ・昭和52年3月 名城大学農学部 卒業
・昭和52年4月 就農 現在に至る 就農暦
46年
・平成13年5月 吾妻中学校PTA会長 就任
・平成16年4月 吾妻中学校PTA会長 退任
・平成17年4月 JA実行組合長 就任
・平成17年4月 農業共済共済部長 就任
・平成20年5月 吾妻中部ヘリ防除組合設
立 役員 現在に至る
・平成23年3月 JA実行組合長 退任
・平成23年3月 農業共済共済部長 退任
・平成24年8月 農業委員会委員 就任 現
在に至る
・平成27年8月 農業委員会 農地部会長
就任
・平成27年8月 雲仙市農業振興地域整備
促進協議会 吾妻地区小委員会委員 就
任
・平成29年3月 吾妻中央地域農地集積協
議会設立 副会長就任 現在に至る
・平成29年4月 吾妻町栗林自治会 自治
会長就任 現在に至る
・平成30年7月 農業委員会 農地部会長
退任
・平成30年8月 農業委員会 中部調査会
長就任
・平成30年10月 雲仙市農業振興地域整

農業

①露地野菜及び水
稲
②田47a、畑30a
④　人

無 無12

島原雲仙農
業協同組合
国見支店支
店長
松本　竜也

ー ー ー

　相互扶助の精神の
もとに農家の営農と
生活を守り高めより
良い社会を築くこと

678人 正組合員 前田　辰巳 農業 71 男

・昭和47年4月　長崎県農林技術開発セン
ター入職
・平成30年3月　長崎県農林技術開発セン
ター退職
・平成30年4月　就農　現在に至る

・これまでの経歴、経験などから地域の信任を得て
いる。
・農業委員として、水稲ヘリ防除組合や農地集積協
議会を立ち上げ自ら実践し精力的に活動している。
・雲仙市農振協議会副会長、地区の自治会長、雲仙
市自治会連合会副会長など、現在、雲仙市農業委
員会会長であり、雲仙市内全域の地域農業や農家
情報に精通しており農地を守り活かす農業委員会委
員として、農地集積・耕作放棄地未然防止、解消、新
規就農の育成など農業委員会業務に貢献できる人
物と考える。

ー ー

・温厚な性格と強い責任感を持っており、地域の信
頼も厚く認定農業者で地域農業の中核的存在であ
り、農業の振興と活性化にも寄与していることなどか
ら農業委員として適任である。

・地域農業や農業農家情報に精通しており、担い手
への農地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、
農業委員会業務に貢献できると考える。



○雲仙市農業委員の推薦の状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

推薦人代表
者名

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等の
構成員数

構成員の
資格・要

件

農業経営の状況
①営農類型
②経営耕作面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

経歴職業推薦の理由 氏名
認定農業
者の状況

年
齢

性
別

①水稲、野菜
②田92a,畑55a
④3人

無 無馬場　保 農業 68 男

備促進協議会 副会長就任 現在に至る
・令和元年7月 農業委員会 中部調査会
長 退任
・令和2年4月 吾妻町自治会長会 副会長
就任
・令和3年4月 吾妻町自治会長会 副会長
退任
・令和3年4月 吾妻町自治会長会 会長就
任 現在に至る
・令和3年5月 雲仙市自治会長連合会 監
事就任
・令和3年8月 雲仙市農業委員会 会長就
任 現在に至る
・令和3年8月 農振吾妻地区小委員会 代
表退任
・令和3年10月 雲仙市農業振興地域整備
促進協議会 副会長就任 現在に至る
・令和3年8月 長崎県県南地域農業委員
会協議会 会長就任
・令和3年8月 長崎県農業会議 常設委員
理事 就任
・令和4年11月 雲仙市農業委員会農林水
産大臣賞受賞
・令和5年5月 雲仙市自治会連合会 監事
退任
・令和5年5月 雲仙市自治会連合会 副会
長 就任 現在に至る
・令和5年7月 長崎県県南地域農業委員
会会長 退任
・令和5年7月 長崎県農業会議 常設委
員、理事 退任



○雲仙市農業委員の推薦の状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

推薦人代表
者名

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等の
構成員数

構成員の
資格・要

件

農業経営の状況
①営農類型
②経営耕作面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

経歴職業推薦の理由 氏名
認定農業
者の状況

年
齢

性
別

57 男

・昭和60年就農
・沼田地区保全活動組織　会長　会計
・南串山消防団部長
・田ノ平ビーリング組合　組合長

①露地野菜、施設
野菜
②田42a、畑300a
④4人

ー 山﨑　正典17 山﨑　英二 農業 56 男

①露地野菜
②畑550a
④4人

無 該当

無 該当

18 中村　譲 農業 69 男 ー ー ー 田島　真一 農業 64 男

・諫早農業高校卒業後に就農 就農歴46
年
・農地利用最適化推進委員

農業

15

瑞穂町認定
農業者協議
会
会長
坂口　淳

ー ー ー

①馬鈴薯、水稲、玉
ねぎ
②他70a、畑140a
④3人

無 該当

無 該当

16

桃山田土地
改良区
理事長
町田　一久

ー ー ー

・この土地改良区は、
農業生産基盤の整備
及び開発を図り、もっ
て農業生産性の向

上、農業総生産の増
大、農業生産の選別
的拡大及び農業構造
の改善に資すること

を目的とする。

228名

土地所有
者もしく
は土地借
受者

林田　剛 農業 59 男

・勤務経歴
昭和59年4月　就農 現在に至る(就農歴
39年)
・団体経歴
平成27年8月 農業委員会委員就任 現在
に至る
平成29年6月 桃山田土地改良区副理事
長就任　現在に至る

農業

・昭和43年4月 高校卒業後就農
就農歴55年
・平成14年より農業委員会委員 現在に至
る
・65歳で長男に経営移譲
・雲仙市農業振興地域整備促進協議会
瑞穂地区小委員会代表 現在に至る
・長崎花市場生産部組合長
・瑞穂町認定農業者協議会会長 経験者
・瑞穂町栗林自治会長 経験者

①花卉園芸
②田30a,畑110a（内
ﾊｳｽ80a)
④8人

農業経営基盤強化法
による愛野町農業経
営基盤強化の促進に
関する基本的な構想
に基づき、効率的か
つ安定的な農業経営
を目指し、会員の計
画した目標を達成す
るため、会員相互の
研鑽、情報交換、各
種経営技術の研修
会、講習会を実施し、
年間労働時間、農業
所得を他産業並みの
それと同等以上に達
成し得る農業経営を
確立することを目的と
する。

87名

雲仙市が
認定する
瑞穂総合
支所管内
の認定農
業者

・長年の経験を生かして、農業発展につくしてもらい
たい。
・後継者育成につくしてもらいたい
・新規就農者への指導をお願いしたい

東　康敬 74 男

・就農以来、地域農業の中核として、又、認定農業者
としてさらには平成27年からは農業委員としても精
力的に活動されています。
・桃山田土地改良区（Ｈ29発足）では、基盤整備推進
委員会（Ｈ23発足）の委員として、土地改良区では、
副理事長として、又、農業委員会業務と並行して現
在その重責を全うされています。　　　　　・桃山田地
区の基盤整備は、整備面積約109haで、担い手への
農地集積を図ると共に安定的な農業経営の確立を
目指しています。
・林田剛氏におかれましては、改良区副理事長と共
に引き続き農業委員としても担い手への農地集積を
はじめ幅広い農業の振興にご尽力いただけることか
ら強く推薦します。

・地域農業、担い手への農地集積、耕作放棄地の未
然防止・解消等など、南串土地改良区の理事長とし
て地域の信頼も厚く農業委員として適任だと考えま
す。

ー ー

・これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得
ている。
・地域の農業や農家情報に精通しており担い手への
農地集積や耕作放棄地解消等、農業委員会活動に
貢献できる。



○雲仙市農業委員の推薦の状況（最終公表：令和５年１１月３０日現在）

１．推薦の状況

受
付
番
号

推薦をする者の情報 推薦を受けた者の情報

推薦人代表
者名

職業
年
齢

性
別

団体等の目的
団体等の
構成員数

構成員の
資格・要

件

農業経営の状況
①営農類型
②経営耕作面積
③家畜飼養頭羽数
④農業労働力

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

経歴職業推薦の理由 氏名
認定農業
者の状況

年
齢

性
別

19 奥村　正勝 農業 68 男

ー 無 無

無 該当

20

雲仙市商工
会
会長
宅島　壽雄

ー ー ー

・地区内における商
工業の総合的な改善
発達を図り、あわせて
社会一般の福祉の増
進に資し、もって国民
経済の健全な発展に
寄与すること

1,220人

本商工会
の会員た
る資格を
有する者
は、本商
工会の地
区内にお
いて、引
き続き6
月以上営
業所、事
務所、工
場又は事
業場を有
する商工
業者

山﨑　富士子
（利害関係の無

い申請）
療術業 70 女

・昭和45年より家業である「松寿司」に従事
・平成26年からは、息子が開業した「花マル整
骨院」にも勤務し、現在に至る。
・平成28年度～雲仙市商工会女性部副部会
長を務める
・平成30年度～雲仙市商工会女性部部会長
を務め,現在に至る。
・平成30年度～長崎県商工会女性部連合会
役員を務め、現在に至る

農業

・事業を実施するにあたり、積極的に部員に声をか
け交流を図り、事業実施に貢献している。
・女性部主催の講習会を計画、実施し部員の資質向
上に努めている。
・ひまわりプロジェックや、雲仙市女性団体意見交換
会へ積極的に参加。女性部と他団体の親睦を深め
ている。
・令和元年には、部長を中心に部員増強運動を実
施。明るく親しみやすい人柄で7支部の部員をまとめ
上げ、55名もの新規部員を獲得。商工会女性部の
全国1位に導いた。
・以上のように、商工会女性部長として、行動力と強
力なリーダーシップによって地域貢献活動を行い部
員からの信頼も厚い。
・農業委員会という商工業とは違った領域ではある
が、これまでの幅広い経験等を活かし、農業委員会
業務に貢献できると考える。

・平成2年4月 就農 現在に至る
・平成16年4月 山畑土地改良区理事就任
・平成25年3月 山畑土地改良区理事退任
・平成25年4月 山畑土地改良区監事就任
・平成31年3月 山畑土地改良区監事退任
・令和3年4月 浜方自治会会長就任
・令和4年3月 浜方自治会会長退任
・令和元年8月 農地利用最適化推進委員
就任

①水稲、露地野菜
②田25a、畑350a
④2人

ー ー ー

・これまでの職歴、農業経験等から地域の信任を得
ている。
・認定農業者として、農地の利用集積・集約化につ
いて、自ら規模拡大を実践し精力的に活動してい
る。
・地域農業や農家情報に精通しており担い手への農
地集積や耕作放棄地の未然防止・解消等、農業委
員会業務に貢献できると考える。

井出　真吾 60 男



○雲仙市農業委員の応募の状況（中間公表：令和５年１１月１５日現在）

２．応募の状況

無

農地利用
最適化推
進委員へ
の推薦の

有無

認定農業
者の状況

1 岩本　安則 無職 72 男

経歴 農業経営の状況

受
付
番
号

応募をする者の情報

氏名 職業
年
齢

無

　今後は、これらの経験と知識を活かし、地域の農業
コミュニティにおいて問題解決や発展に寄与するた
め、全力で尽力してまいります。ご指導とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

性
別

3 東　康敬 農業 74 男

応募の理由

2 宮嵜　芳守 農業 59 男

・昭和45年3月　県立諫早農業高校農業科卒業
・同年 3月　諫早市　八江農芸株式会社入社
・平成18年3月　退社
・同年　グローバルサイエンス　設立　役員
・平成26年　グローバルサイエンス解散現在に至る
・吾妻町黒仁田自治会　会長　　在任中
・吾妻町実会長会　　　副会長　在任中
・雲仙市安全協会吾妻支部支部長　在任中
・長崎県発明協会　会員　発明協会会長　在任中
・吾妻町山田原東地区基盤整備事業推進準備委員
会会長　在任中

勤務経歴
・昭和60年4月　就農　現在に至る（就農歴38年）
団体経歴
・平成  4年　長崎県青年農業経営士　就任
・平成12年    長崎県青年農業経営士　退任
・平成20年　長崎県農業士　　　　　就任
・令和  5年　長崎県農業士　　　　　退任

① 80％を認定農家に貸して農
地を管理、残りは、家庭用栽培
圃場
②田46a,畑84a
④１人

　この度、私は、山田原東地区基盤整備事業におい
て農業委員の申請を行いました。
　現在進行中のプロジェクトにおいて、16町歩の面積
に関与する農家数が約65名ほどである中で、様々な
問題が浮かび上がっていることを認識しました。

　具体的には、計画農地の耕作放棄、所有者の変動
に起因する土地登記移転の問題、参加できないが土
地を売りたいという所有者の要望、基盤整備にかか
る費用の課題、さらには認定農家が了解なしでの耕
作や、畜産関連者が他人の土地を無断で利用するな
ど、多岐にわたる課題が存在しています。また、近隣
地域では畜産農家の異臭の問題も深刻です。また、
　これらの問題に果敢に取り組み、解決調整指導を
行うことが、私の農業委員としての使命だと考えてい
ます。一方で、指導活動が確認できないとの指摘も
理解しており、その点においても十分な注意を払いま
す。

　私は、高校での農業教育や種苗会社での経験を通
じて培った知識とネットワークを生かし、九州管内や
県内の生産部会、野菜、果樹、元ＪＡ指導員などとの
交流を通じて他の産地の状況についても理解があり
ます。

該当

・昭和43年4月 高校卒業後就農  就農歴55年
・平成14年より農業委員会委員 現在に至る
・65歳で長男に経営移譲
・雲仙市農業振興地域整備促進協議会 瑞穂地区小
委員会代表 現在に至る
・長崎花市場生産部組合長
・瑞穂町認定農業者協議会会長 経験者
・瑞穂町栗林自治会長 経験者

①いちご及び露地野菜
②田　40a、畑　150a
④2人

・私の畑の周辺は、耕作放棄地が多く隣接する荒地
の管理までしなくてはいけない状況です。
・これらを少しでも解消する為に農地の状況を把握し
て集約を進めて行きたいと思い応募しました。

無 該当

①花卉園芸
②田30a,畑110a（内ﾊｳｽ80a)
④8人

・長年の経験を活かし、担い手への農地集積や後継
者育成、耕作放棄地の未然防止や解消に努めたい。

無


